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真つ白な外壁と幾多のガラス窓、印象的なバルコ              青森、岩手と秋田の県境に位置する田

ニーが特徴の旧小坂鉱山事務所。この明治時代の      
「

       代平 |よ、山奥に突タロ出現する大草原です。

壮麗な建築物には初夏の青空とアカシア並木が   ―■  |1匁卜和田湖_皐   高原ゆえの短い夏、ゆつくりと回る十数
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沢鉱山は、今その一部が観光坑道マイン  至    :ll甲ノ幡平 c)    地上にある大湯環状列石、通称ストーン美‐__.:j∬ザT↓  讐究,秩鷲軋!盈

承輩麿邸虐は百会量冥魃舅瞥諄懃卜   材雇fl鷹珈朧夢謂
群が横たわつています。昔日の面影を色  _ム 藝虔豊軋餡はふJ霞  独特な雰囲気を持つ遺跡です。晩夏、西の山際に

濃く残すレンガ造りの大煙突は、月明なQ眩♂町鸞饒虔虔笙嗅憑妙令軍 沈んでゆく真つ赤な夕日をバックに、急速に深い

に照らし出されて妖しく光り、周囲の          1      紺色の闇に溶け込んでゆく石の群れは、東から静

広大な廃墟群とともに、虚空のより桁      1鹿 角市1 孟|■    かに落ちてくる星座もあいまつて、そこはかとなく

悠久の時の流れを

感じさせてくねま

す。
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違いな大きさ

を思しヽ知らせる   茸茸

役目を担つてい

ます。
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